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溶湯の放熱量 qを導入し，異材二重管の表面状態は，放熱量 qにより整理できることを示した． 
第５章では，基本形状（円筒、角筒、円柱および角柱試料）の制御条件を応用して，実際に使
用されている種々の金属部品，すなわちタービンブレードなどにみられる内部に冷却用の連続し
た貫通孔をもつ部分や自動車エンジンのピストンなどの作製条件を調べた．角筒試料の作製条件
に傾斜積層条件を組み合わせた基板の駆動パターンにより，∩状の貫通孔と∪状の貫通孔をもつ
試料を作製できることがわかった．  
第６章では，本研究で得られた結果をまとめ，本論文の総括を行った． 
